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行動 選択 画面 


の 画面 で は 、 作 戦 の 内 容 を 聞い た りす る ほか 、 尼 
メッセージ の 人 オプ ショ ン の 設定 が で きま す 。 メニ ュー は 方 
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キー で 選び 、@ ) ボ タン で 決定 し て くだ さい 。 キャ ン セ ル や 前 の 画 面 に 戻 
る と き は ボタ ン を 押し Pr 
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方 向 キー で カー ソル を 上 下 に 移動 し 検索 MO カー ド を 選択 し て くだ 
さい 。 ボタ ン で 決定 する と 、 選択 し た キー ワー ド の 情 き 報 が 表示 され ます 。 
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ボタ ン 配 置 や ゲー ム 内 容 の 設定 を 行い ます 。 メ ニュ ー は 方 向 キ ー で 選び ボタ ン で 決定 し て くだ さ / 
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7 /// (// ( 
各 ボタ ン の 設 \ 定 を 行 〒 い ます 。 MAINI で は モー ド な どの 吉 証 、 rousToM」 で は 
ボタ ン 配 置 を 変更 する こと が で きま す 。 「MAIN」 と 「CUSTOM」 の 切 り 替 え は 、 博 
向 キ ー で 行い ます 。 @⑳ ボ タン で オプ ショ ン 画 面 に 戻り ます 。 





操作 方 法 を 通常 の INORMAL」 が 初心 者 向け の 「EASY」 か に 設定 し ます < | 
アナ ログ タイ プ の コン トロ ー ラ で の 、 ア ナ ロ グ 入力 部 の 旋回 な どの 反応 スピ ー ド を 設定 し | 
ます 。 速い 」、「 標準 ]、「 遅 い 」 の 中 か ら 選 択 し ます 。 
アナ ログ タイ ブ の コン トロ ー ラ で の 、 ア ナ ロ グ 入 力 部 の 押 応 入 ( 秀 び ) を 設定 し ます 。 | 
拉 い 」 「 普 通 」、「 広 い ]」 の 中 か ら 選 択 し ます 。 


で 未 


だ に ドド ーー・ ボタ ン も し く は START ボ タン で 設定 を 保存 し て か ら オ プシ ョ ン 画 面 に 戻り ます 。 。 藤 
「 ネ ンコ ン 」 と | アカ ログ ジョ イズ スズ ディック] で は キャ リフ レー ショ ン を 行っ た 後 、 / 
ST「AHT ホ タン で オ プション 画面 に 戻 り ま す 。 の 











に 圧 Y テツ 三 …………… ア ナ ロ グ (ANALOG) キ ー の 設定 か デジ タル (DIGITAL) キ ー の 設定 か を 選択 し ます 。 そ | 
の 後 、 変 更 し た い ボタ ン に カー ソル を 合わ せ て ) ボ タン を 押す と 、 割り 当て る こと の で きる 『 
作 機 E の リス ト が 表示 され ます の で 、 方 向 キー で 選択 し 、( 9 ボタ ン で 決定 し て くだ さい 。 


『 す 本 拓 ーwーー ト ーー ボタ ン も し く は START ボ タン で 設定 を 保存 し て か ら オ プシ ョ ン 画 ] 面 に 戻り ます 。 
人 困 ニ イ ニア 2 1 POMOOAOLAALAX 現在 の 設定 を 初期 設定 に 戻し ます 。 
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1 所 H 1 


| 苗 に 戻り ます 。 
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シス テム の 設定 を 行い ます 。⑨ ボ タン で 設定 画 押 へ 進み 、@ ポ タン で オプ ショ ン 箇 | 
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| AZ7777 丘 三 了 了 ルリ 太 戸 … サウ ンド の 設定 を 行い ます 。 設定 水 は gP の サウ ンド / 面 画面 の 肝 照 し て く 


っ て L* は 上. は 


* 本 占 


( だ さい 。⑮ ボ タン で 設定 を セー ー ズ し 、 前 の 画面 に 戻り ます 。 


且 』 品 IVE 了 三 王 了 …・ 画 画 箇 の 明る さ を 調 人 し ます 。 画面 中 央 の マー ク が 見 や すい よう に テレ ビ 本 体 の 明 
る さ を 調整 し て くだ さい 、。 

| 人 と ルル リコ リー た で 記 圧 7 がり ・ 画 画面 の 位置 上 設定 し ます 。 方 向 キー で 位置 を 調整 し た あと 、 STAHT ホ タン が 、 

0 ボタン で 決定 し て くだ さい 。 @⑮ ボ タン を 押す と キャ ン セ ル し て 前 の 画面 へ 、 
陸 み RE g 定 の 画面 位置 戻す こと が で きま す 。 


リュ 7 右 7 す 7 …・ 塊 に 2 ピア 7 戦闘 中 の キャ プシ ョ ン の ON/OFF( メッ セー ジ を 吉 の み に 
する か 、 字幕 つき に する か ) を 設 定 し ます 。 

物 //3 中 4 李 衣 7 アナ ログ コ ント ロー ラ で の 振動 を 「STRONG (強い )」、 
「WEAK ( い )」、 「OFF」 の いずれ か に 設定 し まず 。 

7 スピ 対地 マッ プ の ON/OFF を 設 定 し ます 。 

「 ニ イー ブロー の " / / - - MM///))/ ( (/ ( (/// 

方 向 キー ー の 左右 で 、 中 去 に 通 作 し と た ッッ 

ーー るー 和 セー ブ - 0 / 0 和 // // (| ( 人 / // / ( / / / ( 
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ここ まで の 拓 突 を メモ リー カー ド に セー ブ し ます 。 
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ン を を 人 臣 き し ま す 。 ・ ぐ ポ タン で オプ ショ ン 画面 に 戻り ます 。 
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プリ ー フ ィ ン ク 


こう せ ん た く が めん さ で 


行動 選択 画面 で 「MISSION」 を 選択 する と プリ ー フ ィング 画 ョ 面 に な り 、 作 


世 き せ 貞 た くく 記 めん 


され ます 。 ⑨ ボ タン を 押す と 自 機 選択 画面 に 進み ます 。 


世 電 大 いよ う し ょ うさ いい 0 は 2 
戦 内 容 の 詳細 と ター ゲッ ト が 表示 
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自分 の 所 属 印 隊 提供 する 機体 の 中 か ら 、 どれ で 出撃 する か を 選択 


ーー 


し ます 。 方 向 キー の 左右 で 機体 を 選択 し 、⑨ ボ タン で 決定 し て くだ さ 
い 。 た だ し 特殊 な ミッ ショ ン で は あら か じ め 用 意 さ れ た 機体 し か 選択 で 


き な い 場合 も あり ます 。 


か お も 1 


ゲー ム 開 始 時 に は バル カン と ミサ イル し か 選択 で きま せん が 


よっ て は 装備 する 兵器 を 選択 で きる 場合 も あり ます 。 方 向 キー の 上 ] 
で 機 久 系 また は ミサ イル 系 を 選択 し た あと 、 左 右 で 兵器 を 選択 し め ポ 


タン で 決定 され る と ミッ ショ ン 開 始 で す 。 
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画面 内 の 目標 の 種類 と その ーー 
吉 よ り ぞ く < くせ い あら わ 0 
中 離 、 属 性 を 表し ます 。 
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朋 間 本 較 マッ プ が 表示 され ます 。 

馬 に | リリ nm 
胃 蘭 が ター ケ グット 


隊 栓 良し っ い が い 


ター ゲッ ト 以外 の 敵 


E 中 志 P 7J! 7 に 


_ 且 味方 
攻 加 し て は いけ な いも の 

















」 


AN MM 、、 





移 7 0 





本 占 た 


が EE 5 


は か し 1 





| ON な 半沢 する と 時 


ら が が 


ロ jm ョ 
PP 


HUD (画面 表示 ) の ON/OFF で す 。 
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こう ど う せ ん た 蛋 めん も と 


し ニ ミッ ショ ン を や め て 稚 人 選択 画面 に 戻 り ま す 。 











7 PWM 語 ポー: や NNNNNNNNN 
ミッ ショ ン 中 に START7 ウン を 衣 す と ポー < 軍 攻 に な り 、 交 次 


の 上 下 で 選択 し 左右 で 切り 替え て くだ さい タン を 衝 す 的 を で す 。 


講 し た と き に 自動 的 に 視線 が 切り 葵 わり 
/ 通常 と は 違う う ア ング ル で ブレ イ を 見 る こと が で きま す . 





ミサ イル を 目標 コン テ ナ に ロ 
ッ ク オン する 上 準 マ ー ク に 
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デ プ リ ー フ ィ ン ク 画面 


ミッ ショ ン が 終了 する と デブ プリ ー フィ ンク 画 画面 が 表示 され ます 。 デブ プリ ー フ ィング と は 作 昌 





くせ ん 





を 終え た パイ ロッ ト 
こ 友 は 志 せ いか いい US が か 走 い 

た ち が 行 う 反省 会 の こと で す 。 今回 の フラ イト を 振 り 返り 、 : に 頭 を 検 討 し て 次 の ミッ ショ ン に 生か し ま 

し よう 。 画面 は め ② ボ タン で 送っ て くだ さい 。 テ フ ブリ ー ー フ ィング 画面 で は 、 自 機 の フラ イト ルー ー ト と 敵 を 破壊 し た 


地点 を レー ダー に よっ て 再現 し 、 ミ ッ シ ョ ン の 結果 を 表示 し ます 。 
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ほ い し 


デブ リー フィ ンク 画 い 必 か 終了 する と ビデ オメ ー ル や ネッ トニ ュー ス の 人 

が あり 、 そ の 後 セー ブ 画 面 へ 進み ます 。 ビデ オメ ー ル や ネッ トニ ュー ス は ⑨ 間 

析 胃 RIRHII 証 間 計 放 キッ プ ず 信 に だ 后 生 4 また 一 度 見 た メ 1 meeーーーー 
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すい こぅ 性 ん と うう 。。 すす か ん た ん 。 せつ めい 


こ で は ミッ ショ ン を 遂行 する た め に 、 ど の よう に 戦 を 進め て いけ ば いい の か を 簡単 に 説明 し ます 。 


rr 了 還 EE | 
ET Pa Fm 上 





た いち 


まず 対地 マッ プ や レー ダー で ター ー ゲ ッ ト を 控 し 出 | し まし ょ う 。 赤い マー ク が 


い 赤い 攻 本 


ゲッ ト で 、 白 い マ ー ク が 2 ー ゲ ッ ト 以 外 の 英 で す 。 英 も 常に 移動 し て いま す の で 、 
| 如き し て 追い つく か 、 侍 行 方 [ 






散 の 進行 方 向 に 回 りら 込む な ど し て 接近 し まし ょ う 。 ス ピー ド 


し ょ うた いい お お まわ せ サー 童貞 


が 出す ぎ て いる 状態 で 追う と 大 世 り に な り 、 か えっ て 敵 に 接近 し づ ) ら く な り ま す 。 


人 


こん な と で は 、。 ズ ピー ー ド を 落と し て で きる だ け 小 回 貼り する こと が ポイ ント で す 。 も 


計 三 市 貞 ぜ せみ 


ちろ ん 敵 の 背後 が と れれ ば 、 よ り 安 全 に ダメ ー: ジ 左 与え る こと が で きま す 。 
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ほ そく 





世 ん 諾 く ば は あい や U 計 


機 を 選択 し て いる 場合 、 矢 印 ディ ジグ ネー タ で 敵 の 位置 を 知る こと が きま 


じき し SO いい どう 9 て 埋 が 知見 な いい ! て 本 が 中 所 ない し の | NH So Ne ま ( [ ] 
す 。 矢 E の 万 回 に 和 か つて 移 動 し 、 敵 を 画面 内 に 捕 ら え て くだ さい 。 敵 が 画 押 較 II 


に 入る と 目標 コン テ ナ が 表示 され ます 。 


せつ あい し. 世 才 Y 占 当 財 


に 0 ペラ ライ トス クニ ル ノ ( し し) で 説明 し た よう に 、 視線 移動 を 利用 する と 敵 の 


位置 を 把 掘 し や すい の で 、 比 較 的 楽に 画面 内 に 捕らえ る こと が で きま す 。 
7 / 
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フラ イト テク ニッ ク ( ら ) 








の 777 が 7 が 7 の 77777MOUOUDMOOUOOOUUOUMUOUOUUUUOUDUOUODOUOOD 


ロッ クオ ン 


eno 画面 内 の 敵 を ミサ イル レン ジ 内 に 合わ せる と ミサ イル シー カー が 表示 され 、 自 
に 目 標 を サー チ し ます 。 ミ サイ ルレ ンジ 内 に 入っ て し \ て も 英 と の ] 上 が 9 只 
TTP ウル 0 れ て いる 場合 明 合 は サー チ す る こと が で きま せん 。 こ うい っ た 場合 は 加速 し て 目標 と 
角 較 六 の 距離 を 縮め て くだ さ し 0。 還 た UP 
ミサ イル シー カー と 目標 コン テ ナ が 重なり 、 カ 識 oh 


ー ソ ル が 赤く な る と ロッ クオ ン 成功 で す 。 ミニ サイ 
ル を 発射 し て 攻撃 し て くだ さい 、。 






















本 ます TTP リザ な 7 本 7 下部 記 HITTHIR INTIHTT PMP『THEF リ サリ リド ロリ リリ リオ オリ リリ リオ オド 
直 PT P リリ エリ リコ ETE HITTTLITI ロリ リ 『 過 ロロ テ 1 が 「 ま 1 『 お 上 ば PF ト TH ゴ 「」 TFTE_ は ぎす mn [ リリ FI りす i mLETEE | 』 


IT AO M 人 の 7 


、 7 が 





自 欄 が 敵 梅 を 狙っ て いる よう に 、 敵 機 も こち ら を 狙っ てい ます 。 と う ぜ ん ミサ 
区 さき た い 
イル が 飛 ん で き て 機体 に 当たり そう に な る こと も ある は ず で す 。 ニブ イル が ら 輝 
き * う 革 貞 友 い Jr 1 
げ る と き は 、 急 旋回 や ロー ル を 駆使 し て か わし まし よう 。 下手 に 切り 返す と か え 


廿 二 夫 し ハ 


っ て 危険 で す 。 この と き ば がかり は 、 ひ た すら 旋回 し て 回 避 す る し か あり ませ ん 。 
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ノン ター ゲッ ト に 注意 


am よう ぶつ な 双 は . 赤い 


すべ て の 飛行 物 や 地上 物 が 敵 と は 限り ませ ん 。 中 に は 破壊 し て は いけ な い | 


Il 円 9E は が い 


ノン ター ゲッ ト も あり 、 レー ダー 上 で は 黄色 く 表 示さ され て いま す 。 こ れ ら を 破壊 


た ココ 革 と 


し て し まう と ッ シ ョ ン ン の 達成 度 7 低く な っ て し まい ます の で 、 ブリ ー フ ィ ン グ 画 ' 


導 。 


面 で どの よう な 英 が いる の か 、 し っ か り 把握 し て お きま し ょ う 。 





ば 市 い 
ミウ ショ ン ン に よっ て は ミ ザ サイ ル を ロッ クオ ン で ざき な い 敵 が いる 場合 が あり ます 。 = ーー 
ば あい きじ ゅ う つか 上 0 
この 場合 は バル カン な どの 機 対 を 使 っ て 戦わ な く て は な り ま せん 。 ま た ミサ ザイ 話 識 1 いら 1 


ル が 弾 切れ に な っ て し まっ た 場合 も 機銃 で 戦う こと に な り ま す 。 


きじ 箇 う せい げん pm で し \ 埋 


杖 に は 弾 数 の 制限 は あり ませ ん が 、 ミサ イル に 比べ て 射程 距離 が % 短く 、 


いり よく の も く び ひょう で ひつ よう が いい 


威力 も 数 段 下 回 り ま す 。 ま た 、 か が な り 目 標 に : 近づく 必要 が め あり 、 破壊 する の に 時 


し 上 ん 誠 よ う Ni 3 ee 


間 も か か り ま す 。 攻撃 する と き は より 慎重 に 行動 し 、 ある 程度 の ダメ ー ジ は 覚悟 


た た * 


し て 戦 う 3 大 うに し まし よう 。 
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古 才 ! どう dL は が も ばく 


ミッ ショ ン の 中 に は 、 ミ サイ ル を 投下 する こと に よっ て ター ー ゲ ッ ト を 破壊 する 爆 | 
遇 ニッ ショ ン も あり ます 。 こ の ター ゲッ ト に は ミサ イ ル を ロッ クオ ン す る こと は で 


が 計 


ざま せん の で 、 ミ サイ ル シ ー カ ー が ター ー ゲ ッ ト に 重なる よう に 合わ せ 、 ミニ サイ ル を 
と う か 


投下 し て くだ さい 。 





還 <?〈、 、 、 、 EE 昌和 
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| の 注意 


@⑱ こ の ディ スク は 家庭 用 ビデ オ ゲ ー ム ・ コ ンピュータ ee 専用 の ソフ トル で す 7 他 の 機種 で お 使い に 





ME 


な る と 、 機 器 等 の 故障 の 原因 や 耳 等 の 身体 に 悪い 影響 を 与え る 場合 が あり ます の で 絶対 に こ お や めく だ さい 。 

$ こ の ディ スク は _ NTSC | 』J | マー ノ あ る い | 折 王 FOR SALE AND USE IN JAPAN ONLY の 表記 の あ と 日 本 国内 仕様 の 
"PlayStation"( この み 対 応 し て いま す 。 ww _PlayStation' で は 使用 で さき ませ ん 。 @ 「 解 説 書 」 お よび 

“PlayStation” 本 体 の 「 取扱 説明 書 」 | 安全 の た め に 」 を よく お 読み の 上 、 正しい 使用 方 法 で ご 愛用 くだ さい 。 


⑯ こ の ディ スク を “PlayStation" 本 体 に 司 ッ ト する 場合 、 必 ず レ ー ベル 面 (タイ トル 等 が 印刷 され て いる 面 ) を 
上 に し て くだ さい 。 また 、 中 央 部 分 を 軽く 押 和み アイス を 迷 年 ませ で て が あ o。 、 4 レイ 終了 後 
PlayStation 体 か ら デ ィ スク を 取り 出す 場合 は 本 体 の オー プン ボタ ン を 押し 、 7 イ スク の 回 転 が 完 全 に 
止ま っ た の を 確認 し て か ら 行っ て くだ さい 。 回 転 中 の ディ スク に 触れ る と 、 けが を し た り デ ィ ス ク を 傷つけ た り 
本 体 の 族 障 の 原因 に な り ま す の で 、 絶対 に お や めく だ さい 。 ディ スク は 両面 と も 、 指 紋 、 汚 れ 、 傷 等 を つけ な いよ 
う うに 取り 扱っ て くだ さい 。 まま た: シー ル 等 を 貼付 し た り 、 鉛筆 、 ペン 等 で 文字 や 絵 を 書 か な いで く だ さい 。 堪 ディ ス 
ク が 汚れ た 時 は メガ ネ ふき の よう な 柔らか い 布 で 、 内 周 か ら 外 周 に 向かっ て 放射 状 に 軽く 拭き 取っ て くだ さい 。 
その 時 、 レコ ー ド 用 クリ ー ナ ー や 溶剤 等 E は 使用 し な いで くだ さい 。 @ ひ び 割 れ や 変形 し た ディ スク 、 あ る い は 


目 年 




















接 六 剤 等 で 補修 さ れれ た デイ ベン は 誤 作 動 の 原因 に な り ま す の で 絶対 に 使用 し な いで くだ さい >。 @ 上 直射 日 光 の あ た 
る 場所 、 暖房 機器 の 近く 等 高温 の 所 に は 保管 し な いで くだ さい 。 まま た だ 、 湿気 の 多い 所 も 避け て くだ さい 、。 の ケ ー 
ス や ディ スク の 上 に 、 重 いも の を 置い た り 落 と し た りす る と 、 破損 し けが を する こ と が あり ます の で 絶対 に お や めく 7 
さい 。 欠 ブ レイ 終了 後 は ディ スク を ケー ス に 戻し 、 幼児 の 手 の 届 か な い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 @ お 客 様 の 誤 


っ た お 取り 扱い に こよ り 生 じ た キズ 、 破損 等 に 関し て は 補償 \ い た し か ね ます の で 、 あら か じ め ご 了承 くだ さい 、。 
PlyStaHor" 洒 を スク リー ン 所 の テレ ビ (プロ ジェ タク ション デレ ルビ) に は 絶対 接続 し な いで くだ さい 。 
残像 光量 に よる 画面 焼け が 生じ る こ と が あり ます 。 倫 ソフ ト に よっ て は メモ リー カー ド が 必要 な 場合 が あり ま 
す 。 | 解説 書 」 で 確認 し て くだ さい 、。 





| 





沖の ご 注意 
短 フ レイ する 時 | は 健康 の た め 、 1 時 間 ご と に 約 15 分 の 休憩 を 取っ て く だ さい い @ 疲 れ て いる 時 や 睡眠 不足 の 時 は 


Ii 


Ma っ だ さい 。 参 ブ レイ する 時 | は 部 屋 を 明る くし 、 な る べく テレ ビ 画 面 か ら 離 れ て < だ さい 。 坦 ご < く 


! 、 強い 光 の 刺激 を 受け た り 、 点滅 を 繰り 返す サテ レビ 6 画面 見 て いる と 、 一 時 的 に 筋 内 の けい れん や 意識 
の の 症状 を 起こ す 人 が いま す 。 こ うし た 経 E 験 の ある 方 は 、 事 前 に 必ず 医師 と 相談 し て く だ きい 。 ま か 
プレ イ 中 の 画面 を 見 て いて この よう な 症状 が 起き た 場合 は 、 す ぐに 中 止 し 医師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 











: 旋 ァ ヾ を グレ エイ トド する ーーーーーーーー @ 本 吊 の 輸出 及び 使用 営業 を 禁じ ます 。 
けし ノノ | 株式 会 社 ナ ム 、 ここ コ 9 午 ま 林 ソ フト の 押 導 和製 Ph 


を ナム コワ ンタ ダー ペー ジ http://WWW.n コ meo.CO.jp/ @ 当 話 午 号 は よく 確 か め て 、 お 間違え の な いよ う ご 注 】 意 く だ さ 
2 及び に つい て の お 問い 合わ せ は 、 下記 まで 

3 | 欠 改 隊 の お 問い 合わ せ は 、 お 買い 求め の お 店 、 も し く は 下記 まで 
(株 ) ナム コ ・ ・ ナ ムコ ッ ト 任 。。。。。| | (株 ) ナム コ ・ 東京 サー ビス セン ター 


03-3756-7551|045-542-8761 


| 〒146-8655 東京 都 大 田 区 矢口 ら - 1 - ら 1 | | 〒228-0001 神 宗 川 県 横浜 市 港北 区 樽 町 ら - 1 -60 | 
9 肖 

SLPS 02020 一 1 

Produced by NAMCO ITD. @⑥ 1999 NAMCO ITD., ALL RIGHTS RESERVED 


"< 7 and “PlayStation” are registered trademarks of Sony Computer Entertainment Inc. 
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There was a change of era. The omens of change had gradually manifested 1hemselves from the time toward he 
end of the last century, But, as js the case in any era, It was to be considerably later before people became aware 
Of this vast transition in the context of Iheir daily life. 


What formm did this epllogue - eDilogue to an age where state-level politics and judicature were at the apex of the 
DOWer structure - take? How did the economic might of multinational corporations similar to those of today gain 
affective dominion gver Ihis world? The creation of the transnational economic co-Operative nOw known as Eusia 
js Inextricably Iinked to Ihese events. In the onqoind cycle gf transnational merqer and acquisitlon revelry, as 
company upon company attempted to ride out a recession or 9ain access to a new market. the age at length gave 
jfe t9 a corporate monstrosity、 General Resouree, {hat was almost a lvinq entity, IIKe a qlant assimilatinq armoeDa. 


Litle by Iitle. f gnawed away the political and judicial ffamework throuqhout Eusia. You see, there was no 
meaninq to be found in borders and sovereiqn currerncies for a multinational corporation with planetary-scale 


Intelliqgence networks and econormlc Capacity. In due course, Tt created an internal post aimed at the autonomous 
defence of Eusia and employed armed personnel. So it was that the world accepted this new authority. and the 
iransilon was complete. Or so it seemed..… 


But tfie qulckeninq - Of ar eXISience Dernaps Dest descriDed as a new qenus Of wl a cell divided from the very 
body of i - continued unseen. Declaring themselves as Neucom , they grew in a space apart from the real world. 


EusIa, which it controlled. lt was In a world of informatian networks created by the Billions of terminals Ihat it had 
sCattered - a SDace SDun 0f optical telecommunieations, which E so ironically named the electrosphere. 


The future js now. 

There are three DIayers In IhIS Deckoninq cold war period, set Iih the two realities of Eusia and the 
alectrosphere:General Resource, which dominates throuqh Ii Ionq-established and monolithic economlc DOwer 
Neucom, which corntinues to increase its strenqth throuqh innovative technoloqy and new information capacity: 


an ihe UPEU,whieh has continued, after reinvertinq Itslf, IO pursue I 和 5 mandate fQr peace keepin ロ from the en 


Of the Iast century. 
Meanwhile, one man desires cha0s. 


そし て 、 時 代 は 変わ っ た 。 そ の 兆候 は 、 前 世紀 末 か ら 序 々 に 始ま っ て いた 。 し か し 、 い つの 時 代 で も 同じ 様 に その 大 き な 変 
革 に つい て 、 人 々 が 目 沿 の 中 で 気がつい た の は 、 随 分 と 後に た っ て か ら だ っ た …。 


国 宮 し ベル で の 政道 や 司法 が 権 旋 構 造 の 頂点 だ っ た 時 代 が 、 い が に し て 終 双 存 辿 え 、 今日 の 様 な 多国 天 下 業 間 で の 経済 力 が 、 
事実 上 この 世界 を 統治 する 事 に な っ た の か 。 そ の 背景 に は 、 現 在 「 ユ ー ジ ア 」 と 呼ば れ で いる 多国 間 経 済 共同 体制 度 の 誕生 
が 深く 関わ っ て いる 。 多 く の 邊 業 が 、 時 に 不況 大 乗り 越え る 為 、 時 に 新た な 市 場 を 手 に する 為 、 国 を 越え 買収 や 合併 の 尻 を 





絆 け 返 し で いく 中 …。 つ い に 時 代 は 、 吸 取 力 の ある 巨大 な アメ ー バ の ご と 寺 生 生 体 の 様 な 存在 、| ゼ ネ ラ ルリ ソー ス 」 と い 


う 怪 物 下 業 を 産 お 。 ソ レ は 、 清 し 棚 し 的 に | ユー ジア 」 全土 の 政治 や 司法 制度 の 笠 を 食い 潰し た 。 そ う 。 惑 時 規模 の 情報 綱 
と 経済 力 を 持つ 多国 車 企 業 に と っ て 、 国 境 や 国 別 資 幣 の 意味 等 な か っ た の だ 。 や が て ソレ は 、 社 内 に 「 ユ ー ジ ア 」 自衛 を 目 
的 と し た 部 軒 を つく 如 、 武装 し た 社員 を 雇用 。 こ の 様 に 世界 は 、 新 た な 権力 を 受け 入れ 、 こ の 変革 は 終わ っ つた か に 見 えた …。 





だ が 、 胎 動 は 密か に 続い で いた 。 ソ レ 上 自体 から 細胞 分 裂 し た 小さ な (別種 の ) 意志 と も 言う べき 存在 。 彼ら は 「 ニ ュー コム 」 
と 釧 乗 りり 。 ソ レ が 続 治す る 現実 世界 の | ユー ジア 」 で は な い 空 間 で 成長 し て いっ つた 。 ソ レ が 普及 させ た 幾 浪 も の コン ビ ピュー 
タ 端 末 が らら 作田 し た 情報 ネッ ド ワ ー ク の 世界 。 そ こと は 、 皮 肉 に も ソレ に よっ て |「 エ レク トロ スフィア 」 と 名 付け られ た 区 
の 交 全 が 、 紡 ぐ 空 間 だ っ た 。 





未来 は 今 …。 


| ユー ジア 」 と | エレ クト ドロ スフィア 」、 8 つの 現実 世 界 を 婦 台 に し た 。 旧来 の 巨大 な 経済 力 で 続 治す る | ゼネラル 」、 新 た 
な 情報 力 と 斬新 な 技術 力 で 勢力 拡大 を 続け る | ニュ ー コ ム 」、 そ し て 、 前 世紀 末 か ら の 治安 維持 を 目的 に カタ チ を 変え 存在 
し 続け た | ユー ビ ピオ 」 と いう 三 者 の 准 戦 時 代 が 訪れ て いた 。 


そし て 、 一 人 の 男 が 、 今 、 カ オス を 望む 。 
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Here at General TOUD, Our business ranqes from the production of 
consurmables, clothing, motor vehicles and household electricals to gloDal 
industries such as construction, marine enqIneerlnd, enerdy, BIrcraft anQ 
enVironmental develobment. 
General Hesource, which forms the core Of General ロ rouD, IS maKind 
outstanding advances In all fields, including the electrosphere. Now 
developedtoastaqe where it is readily usaple by anyohe, General 
Resource, with use gf the latest technoloqy, created a world-wide computer 
network, and was the first to design and establish the electrosphere. 
Furthermore, at ロ eneral Resource, we have set uD - with an airm to counter 
Cfirme and a rash of terrorlst activity - a Subsidiary SecUurlty OrqdaniSation and 
defence COrps, which remain constantly viqilant in tneir rmgnitorinq of not just 
our interests but for qlobal security and the continuance 0 
表 に に | e こ 「 
As redards military aircraft - increasingly in demand these days, particularly 
as a Imeans to conclude reqional disputes - we also Supply he UPEU - a 
division of the NUN, which maintains qlobal security - with aircraft and 
technical SuDDOrt: Our WOrK IS very hghly rated. 
The General Group: working for you: walking with you. As the premier 
business in the USEA, we believe it only natural that we direct our attentlon 
Me に | elleleE1 tomorroW. 


我々 ゼネ ラル グル ー プ で は 、 家 電 、 自 動車 、 衣 服 、 食 料 の 生産 か ら 、 和 建築 、 造 船 、 エ ネル 
ギー、 航 空 機 、 環 境 開発 と いっ た 世界 規模 の 事業 に 至る まで を 行なっ て お り ま す 。 
グル ー プ の 中 核 と な る ゼネ ラル ・ リ ソー ス で は 、 最 新 の 技術 で 世界 に コン ピュ ー タ ・ ネ ッ 
ト を 張り 巡ら し 、 現 在 で は 誰 も が 気軽 に 利用 で きる よう に な っ た エレ クト ロス フィ ア を 最 
初 に 設計 、 確 立 し た の を 始め 、 あ ら 了 ゆる 分 野 で 目覚 まし い 開 発 を 行なっ て いま す 。 
また ゼネ ラル ・ リ ソー ス で は 、 続 発する テロ や 犯罪 に 対抗 する た め 、 俊 下 に 防衛 部 隊 や 警 
備 保障 組織 を 設け 、 自 社 だ け で な く 、 世 の 安全 、 平 和 維 持 の た め に 、 日 夜 監視 の 目 を 区 
ら せ て いま す 。 特 に 局 地 的 事件 解決 の た め に 需 要 の 高まる 戦闘 用 航空 機 で は 、 世 界 の 治安 
を 守る NUN 華 下 の U ロ PE0D に も 機体 、 技 術 を 提供 し 、 高 い 評価 を 得 て い ます 。 
みな さま の 生活 を 支え 、 み な さま と 共に 歩 お ゼネ ラル グル ー プ 。 
人 S 四 ・ ン ( E 5, ン ( 江 
の 我 そ が 、 世界 の 明日 べ へ と 目 を 向け る の は 当 水 の こと と 考え て お り ま す 。 
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The product of the 上 AIF project to develop an allround hiqh- 
performance fiqhter - one which was capaDle, throuqh the use 
of stealth technoloqy and SuDerCruISe (SUDersoniC CTUISG 
without afterburner), of swiftly enqgaging the enemy without 
detection: and which, even at close ranqge, had the hiqhest 
deqree Of rmanoeuvraDllity and was doqfiqhttcapaDble - was the 
F-22. Nevertheless, Decause of the decline In radar-quided 
mlsslles Drouqht about by advances m ECM technoloqy, and 
ine establlshment of anti-stealth radar networks, the stealth 
technology that appeared towards the end of the 20th century 
Continues to lose tactical relevance. AS a COnSequernce Qf these 
developments, coupled with ihe hiqh production costs involved. 
tnere was lttle demand for this fiqhter to De produced in anV 
qreat numDper. Desplte the fact that there has Deen no 
si ロ nificant structural improvement in the airfrarmne, It remains 
even now In Ine top class of Derformance fiqhters. In order to 
COurter Meucoms newly developed aircraft. は eneral Hesourcg 
IS stehDIn ロ LuD DrOoductiohn. 


ステ ルス 技術 と アフ ター バー ナー な し で の 超 音 速 避 航 で 、 目 標 に 気づか れる 
こと な くく 加 や が に 攻撃 し 、 接 近 戦 に な っ た 場合 も 最高 レベ ル の 機動 性 で ドッ 
グフ ァ イ ト が 可能 な 、 あ ら 了 ゆる 面 で 高 性 能 な 戦闘 機 を 目指 し て 開発 され た の 
が F- ご ご で ある 。 だ が どけ 世紀 末 に 登場 し た ステ ルス 技術 は 、 ス テル ス 機 河 策 
を 施さ れ た レー ダー 網 構築 や 、E CM 技術 の 発 遅 に よる レー ダー ホー ミン グ 
ミサ イル の 昔 刀 に よっ て 、 戦 箱 的 な 意味 を 失い つつ ある 。 そ の た ゆめ 高価 な 製 
造 コ スト も 相 ま つ て 、 同 機 の 生産 数 は 伸び 悩ん る で いた 。 し か が し な が ら 和 機体 構 
造 そ の も の に 天 幅 な 改良 が 加え られ て いな い に も 関わ ら ず 、 そ の 性 能 は 現在 
で も 一 線 級 で ある 。 ニ ュー コム 社 の 新開 発 機 体 に 対 質 す る た め 、 ゼ セ ゼネラル 
引 ジー ズ ネズ 共 は 増産 を 門 も 宮 MA  。 
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ム A D V S S ョ D ! S O n 
At some tirme we all feel the cornstraints of the flesh. IhIS IS not in itSelf a 
bad thing. Just that those with the wl to overcome these constraints feel no 
Compunction to mentlon them. 
You See, life, which is sustained within flesh Darriers, IS bound by desires. 
And so, we are forced to obtain with currency even the most minor of 
essentials that sustain life. Mankind has never knowni a Sinqgle occaslon of 
release frorm thIS curse. 「hese lead us to awareness. That it 5 in fact his 
very own flesh - flesh bound by all manner of desire - that limits mankind. 
Dont these desires we have make for an exermplary yoke? Because, fallinq 
short of self-destruction, nobody can elude these things called desires. All | 
seek IS afuiture that lies a slight jump above that which is called 'evolution 
VWVell, shall | leaVv@ It at that for TnOW 7 


ア ビ サ ル ・ デ イ ジ 胃 渦 
いつ の 日 か 、 誰 も が 肉体 の 限界 を 感じ る だ ろう 。 し か し 、 そ れ は 悪い こと で は な い 。 た だ 、 
その 限界 を 超え る 精神 力 を 持つ 者 は 、 そ れ を 口 に する 必要 が な い だ け だ 。 
そう 。 肉 性 と いう 境 守 に よっ て 維持 忘れ る 生命 は 、 欲 に よっ て 縛ら れる 。 そ し て 、 生 命 を 
維持 する 為 、 必 要 最 低 限 の モノ すら 、 貢 幣 に よっ て 手 に し な く て は ならない 。 我々 人 類 は 、 
か つて 一 度 も この 呪縛 か ら 解 放さ ざれ た 事 は ない 。 そ こ か が ら も 理解 出来 る だ ろう 。 人 類 の 限 
欠 ご と は 、 市 また の 谷 望 に 縛ら れ た 我々 の 肉体 その り の モノ だ っ た の だ 。 
人 の 飲 と は 、 見 事 な 析 だ と は 思わ な いか が 。 誰 も が 、 己 の 肉体 の 源 点 まで この 欲 と や ら か が から 
れ ら れ な い の だ か ら な 6 
た だ 、 私 の 求め て いる 未来 は 、 進 化 と いう 言葉 の 持つ 意味 すら 軽く 跳 座 し た と ころ に ある 。 
赤 硬 。 鹿本 人 剛 編 本 夫 征 季 幼 M 。。 
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た 目玉 で し か 見 る こと の 出来 な い 空 の 道 へ 提 
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TRIS IS tne tirme - qo and face tne lofty skies! Hows it feal, ihat winqed coffin 
Of VOUT57 じ heTISsh your 5Oolitudel Believe in only those winqs, ョ nd that instant 
will deftiy taKe Wour life. Know thi5. Challenqe the skies, only visible with eves 
De@eled WI ロ B. 

「BCKOTn 1 ョ am BId enough a man to concede when somebodv does havg 
pllty. All COrmDat hindes OH VOU「F CaDaDility tO makg slit-sSacond decisions. 
FQll 


HTMt。 WWILL your vulcans to strike tne target! Inqrain IntOo your flesh the 





IOW me7 Keen It neat - always! YOuve ロ Otta Know what it IS tO push to the 


KTOWIede Of xperierce. Use this! Brace yourself straiqht away, evehn In Ihe 
trlcKiest Qf situatlons. Dont be afraid and just take lt on the chin. Lister 
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CIOSB - 「ermember that those that dont act don't q ロ et results 
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人 
さぁ 。 今 こそ 見 上 げた 空 へ 挑め 。 翼 つき 相 桶 の 居心地 は どう だ ? 
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の 細 だ け を 信じ と みる 。 その 明 き が 、 お 前 の 合 を あっ さり と 碧 づ の だ 。 知れ 。 こ の 見 開い 


"レレ 


介 め 。 こ の 俺 は 、 実 力 の ある 奴 を 素直 に 認め る だ 


け の 度 思 は お ある つも だ 。 お あら 陣 訓 戦闘 と は 、 自分 自身 の 持つ 明 間 の 判断 力 で 全て が 決ま まる 





ろう 。 油 に 手際 よく 、 か が ませ 。 思い切り の 意味 大 知る こと な ん だ 。 そ の 機 和 す ら 気 台 
当て ろ 。 お 前 が 、 肉 体 に 叩き 込む 経験 と いう 行動 力 で 行け 。 例 え 、 ど ん な に 困難 な 状況 
まず は 受け 止め ろ 。 恐れ ず 暗 ら え ば いい 。 い し いか 。 知 る ん だ 。 結果 な ど 動 か 訪 者 に 
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大 大 洗 明 用 党 | < 柏葉 娠 | m Q MM ツ W 
THTNB 提 「HBFCUFFGE FIeTTHOTV、a Series Qf ImStan 全 。 The true ineanim Of hal 
IBFfTIGG POW 5 DeYOTG OUuT COPTDFRIeriSIO、FOr lt 5 ITIPDCSSIDIB DO stOD 半 吉 
TOW' aHG GXafmine は . Thafs why. he past dissolyes: th@ futur@ 15 
UnhKTIGwWahble toOG. On oceaSloh, 革 ( he AaCCUufTiulatiOn Of trlvial rmeanin ロ . TIy 
he vold comes Io 串 withiout partiaHty、 Paople who have miertafy stored 
WY 時 S KnOwledqe Sucn destry - Ge Imiaanln Of ITGIT で 本 FUFHIV 6XI5tETICg 


"N マ ee 4 ヨ ー mm 1 マ プ ウ エ 
洪 編 る の は 、 随 。 記憶 と は 骨 聞 の 連続 。 今 と いう 如 葉 の 持つ 本 当 の 意味 を 知る る 事 は 時 わあ お 
いい 、 懲 赦 な ら 今 を 止め て 刀 べ る な ん て 無理 だ か ら 、 そ し て 、 過 去 は 消え 、 未来 を 知る 事 も 
出来 な い W 時 に と っ て 、 そ れ は 整 細 な 意味 の 東和 精 ---。 平等 に 訪れ れる の は 。 無 。 そ 選 な 居合 


提議 と し 才 及 に し っ か り 保 條 し て し まっ た 人 々 。 こ ん な 世界 で 私 が 存在 する 意味 
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EsSCalatmQ confficts betweern nations: a 中 0OWInO ruClBar reat - fiOse days have 
PaSsed HOoweve「, aiOTS are TO QnGer able 6 deai with quarfels betwean the 
U 肝 -BOWGrTul 「muft ロ SEIOTaI COTDOTaHOTIS. maHCIOUS IGTTOTISH 8nO poiental 
disasterS 

WhiCh IS why we 引 Ihe UPEO, a5 he world's SjnGuIAT PeaCe @enIGreemmert 
orqanisafion. have asSennbied fhe latest lary hardware ・ Suficlent Io Cope wi 
ATV GTIBTOGTICY ・ TO eStabished fhe vocal authorly to hgld a daIOqUe. pn 8 evel 
DlgYInQ ieId. wt ay OFBTISaHGTL 

Ha ad@9 Qf COnfuslOn. where 提 lk of Dorders and oritOrv HaS ceased be 
herhreft, we ai tfe UPEO are al Hat j ほ le 旧 fo「 peoPle IG rely OF. 
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Corme foHh, VOunQ eSDlfants! 


国 寮 間 の 紛争 が 天花 大 骨 ら し 柱 の 世 怖 に 内 え る 昨 は 支 っ た 

し か し 、 疾 大 閑 妨 大 特 コ た 多国 輸 下 業 聞 の 苦い や 、 悪 細 が テロ . 大 乙 閣 に 発出 

な どの 解 江 に 層 、 園 苦竹 村 に 拘 の 力も 持た 門 も !。 

才 ぐ が 世界 唯一 の 清 究 持 対策 機種 よし て 、 友 事 に 対応 し うる 対 新 の 雲 搬 と 、 ど ん な 衣 
総 と も 対 特に 話し 冶 素 奉 発 章 力 を 備え で いる る の は その た めで お る 

5 箇 醸 昧 と 値 し た 世 乱 時 和 備 に 、 人 を が 最 材 に 輔 れる の は ほ は 、 我 を U 形 上 ロロ し 
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乗 た 和 れ 、 家 商 き 著 入 よ | 
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Super Flanker 


A sinqle-seat twin-enqine Imulti-role fiqhter.「he Super FIanKers 


SUDera ロ llty js achieved throuqh suDerlor arodynarmic features and 
dvarnced turDofans with thrustvectOorin ロ TOzzies. In Order tO avoId 
further criticism of a hardware monopoly Dy General HeSsource, aS 
OCCurred when the UPEO was formed, UPEO used fighter aircrat 
from other cormDanies - in addition to the MG-33 and EF2000 - as 
pasis for the development gof the Super Flanker. Ine Su-8/ DOasts 
the superlor Derformarce of all the nlanes in UPEO's arsenal: due to 


ItS Iarde and SDaCIOUS fuselaqe, the Su-3/ Ca CODe drniraDly witr 
tne whole spectrum of duties, from ir dOrminanCe tO ロ rOunQ 
atack.Ihe UPEO Fas introduced nurmerous UDdrades tO EnSure the 
fiqhter's viability: inhcreased endine DTOpulsion: new lloys and 
COmnosiltes used to Construct a stronqer fuselaqe at a reduced 
weid ロ ht: addition of an arrester hook for carrier Iandinqs: Chanqe Of 
the !n-fliqht refuellnq systermi differential CanardSs. 


『 5 
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中 , 4 * 
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The avionics - In Darticular, the CockpitS coffin System - have beer 
completely overhauled and replaced with newly-developed units. 
The result is a fighter with far Superior Derformance over the QrIqInal. 


(There also exists an ENSH ト driven direct neural interface varlant for 


Hana's GXCIUSIVB US@.) 


介 れ た 空力 特性 と (推力 偽 向 アス ル 採 用 の ) 大 出力 エン ジン に より 、 高 次 元 の 機動 性 
を 実現 し た 怒 発 単座 の 多目的 戦闘 機 。 UPEO 創 設 当時 に 起こ つた ゼネ ラル リソース | 
社 の 兵器 独占 に 対す る 批判 を 避け る 為 、UPEU が MiG-383、EFEUOOU な など と 共に | 
他社 製 の 戦闘 機 を ベー ス に 開発 を 行っ た 。 そ れ ら の UPEQ 配 備 機種 の 中 で は 、 大 型 
の 祭 裕 ある 機体 サイ スズ か ら 制 空 、 対 地 攻 撃 ま で の お あら ゆる 仕 務 を こなす こと が で き 、 
か つ 最 高 の 性 能 を 誇る 。UPEO が 行っ た 近代 化 改 履 と し て 、 エ ンジ ン の 推力 増加 、 
新茶 材 に よる 機体 の 高 強度 ・ 軽 化 、 殴 乱 フ ッ ク の 装 内 、 空 中 向 油 装 四 の 受 更 、 左 
石 独 立 稼動 カナ ー ド な ど 多 岐 に 渡る 。 特に コク ビッ ト の COFFIN シ ステ ム を 始め 


| と し て 、 機 体 の 全 ア ビオ ニク ス が 新開 発 の も の に 換装 され 、 原 型 機 の 性 能 か ら 格 彼 


に 向上 し て いる る 。 
(ENI シ ステ ム に よる 直接 神経 接続 タダ イプ の レナ 専用 機 も 存在 する 。) 
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'Onmvdays offl...cantngofor walks, sol watch 
ImOovies, listen tO musiCc - juSt the uSual. 


* お 休み の 日 は 散 歩 、 は 出来 な いん で | 映画 看 観 た り 音 楽 符 妥 い 
た り 、 首 通 で す よ 。 


*lfeellcantruly be myself when『im in the air. 
SDeaKinq like thiS na et me into hot water Dut.. 
ts like Being a child, innocently plavin ロ With a 
toV. AA VEFV GXDenSIVe Ohe, hOWeVE『. 


* 空 を 飛ん で る 時 が 一 番 素直 に な れる ん で す 。 こ ん な 事 を 言っ た ら 
感 ら れ ち ゃ うか も 知れ な いで すけ ど 、 お も ちゃ で 無 邪 筐 に 遊ん で 


る 子供 の よう な … 感 じ な の か な あ 。 すご く 高 価 な お も ちゃ で すね ね 。 


* WWell...because of how lam physicallv. 1 use ロ iQ 
HmaqIhe, aS 1 watched Dirds fiitting freely aCrOSss 
the skv,that ! was flyinq togetner wih tnem.『 just 
knew ! had to be a pilot from the moment | heard 
[hat therEG Was SuCh inD.But when firi 
imertione ロ that | wante ロ to De ョ Dilot, EveFvOTIE 

ョ FrOund nie was, well, dead set aqainst 人 t. But 時 
Wa5s Fiy Orily dreaimi. 


* 季 … こ うい う 身 性 で すか ら 、 自 由 に 弄 ん で いる 局 達 を 見 な が ら 、 


一 緒 に 飛ん で る 容 を 思い 所 い て いた ん で す 。 初めて パイ ロッ ト と 
いう お 仕事 を 知っ つた 骨 間 か ら こ れ し か な いと 思い まし た 。 最初 に 
私 が バイ ロッ ト に な り た いと 打ち 明け た 時 は さす が に 周り の 入 は 
反 半 し まし た けど ね 。 で も 、 唯 一 の 画 で し た か がら 。 





* Yes.,that's riqht. Irequire arather SDecial ENSI 
(the computer-SVnaptic Interface), So hoth the suit 
ahdfiqhterareaoneofffor me llaughsl. Even the 
fuselaqe iS different Im ColOur fron1 eVefVDodV 
else's. Did vou Know that? 


* そう な ん で す ! 私 の 場合 は ENBI (神経 細胞 と コン ピュ ー 夕 を 
標 ぐ イン ター フェ ー ス 部 分 の こと ) が ちょ っ と 特殊 だ か が から 、 戦 闘 
機 も スー ツ も 一 点 物 な ん で す よ ( 美 )。 

機体 の カラ ー も 他 の 人 の と 違う ん で すけ と ど 、 知 っ て まし た 





We 『G ロ T VOUT OWI. 4 り ロ UI。 1 VOU TB 
flyinq. Yet.|neverfeelcompletely alone. In fact, | 
feelas ifthere is someone with me. Uneasines5 
ョ bout whatlwould have left if could no Ionger fly 
-{that's ihe type of inseCuritv lsuffer frorm. 


* 飛ん で る 時 は 一 和信 じゃ な いで すか が 。 で も 全 吉 趣 玩 だ な ん て 感じ 
な い 。 お し ろ 誰 か と 一 緒 に 飛ん で る よう な 穫 が する です 。 

も し 憧 べ な く な っ たら 私 に は 一 全 困 が か が 筐 る ん だ ろう っ て 、 そ うい 
う 意 味 で の 不安 は あり ます けど 。 


*・Well beinqapilot is in itself like some Kind of 
dream. ! hope for that day, someday. when 
BVETVOTE Can fnr ロ et tneir ロ UarFEIS nfly free in 
the 5Kv. 中 nnVWaV,【hat 5 FTmV ロ Fe ョ iTl. 

This is why | want to continue flyinq. 


* バイ ロッ ト に な っ て る こと 自 性 が も う 李 みた いな 話 で すか がら 。 
いつ か 誰 も が 争う 事 な ど 忘れ て 、 自 由 に 空 を 型 べ る 日 が 来れ ば い 
いな あっ て 固い ます 。 

それ が 私 の 夢 で すね 。 だ か ら ま だ まだ 飛び 続け て いた い 。 





Todgy we haye an interview with one of the UPEO's ace pilots, Remtei Hirose。 
デー へ 、 今回 は UPED の エー スパ イロ ッ ト と し て 活躍 する 統 瀬 玲 名 さん に イン タビ ュー ! 
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Fiona Chris Fitzgerald ン 雷 エ # まま 地 午 
Its a habit of mine..…Even when thinking | can do tha 札 "O 5 pan do that' : ああ 示 ない 私 に は 出 
ps 


or lcant do thaf. Id always, quite unnecessarily, 9O Over it C 葵 @ more time 何 か 思 っ て も も う 一 度 た だ け 余 計 に 凍 

before el。 A 0 dirl - | hate the 有 計 Ine rable 本 thatS | 治ら な い 癖 。 す 
Ihead of 画 further | それ が 、 いつ だ っ て 自分 の 前 を ずん ずん 上 い て く 、 あの 人 お が 淫 え て くれ た た っ た 一 つの 事 

mething 亡 lo: OUuS. | だ っ た 。 ね 。 例 えば 、 誰 だ っ て 近く に ある モノ を 比べ る の ほ 簡 単 で し ょ 。 

6 | alwavs rmoved along without qettinq too close to her. So a8 nt to De で 、 私 、 い つも あの 人 か ら 少 し だ け 離 れ て 歩い て た ・ 刺 付 が 色 1 誰 も 傷つけ な いよ 


noticed: so as not to hurt anyone. 9 の 2 欄 a 0 
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Delphinus #1 


The first in the series of Delphinus air dominance Imain fi ロ hters. 
They will form the core of the H-numeral aerial fleet to De built to 
completely new specificatiOns devlsed by Neucom. lt rmakes 
Iiberal use of Neucom's global technological lead in the aviation 
and aerospace Industries. 9036 of the fuselaqe has Deer 
constructed from new alloys and composites: newly develope ロ 
high-output turbofans: Iaminar flow corntrol techniques that 
dvnamically manage airflow over the craff's surface - the IiSt is 
endless. Heretofore the development of fighter aircraft has 

ee 本 “ Dredorminately centred on upDdradind models developed durind th 
d = | “ 5 と 2 mm | last century. 「he performance of this fighter, which has Deen 

0 ー ーー ご FIRE 時 ] ロ 則 上 間 ca ] 】 本 developed from the qround up usind new technoloqy, IS far apove 
ー - 記 昌 か | 0 ーー ュー 1 that of any current fighter. Since developinq this model, Neucom 
陸 La em has Continued to develop, in an extremely short time SDar. 
Innovative airCraft throuqh use Of advanCed endIneSrInQ 
techniques and technical sKils - craft desidn Conducted hy Al: the 
use of nano-machines - and IS expandinq TS Droduct Dortfolio. 


ニュ ー コ ム 社 に よる 全く の 新設 計 に よる 航空 機 群 TH ナン バー」 中 、 中 入 と な 
人 主力 制 空 戦闘 機 Delphinus シ リー ズ の 1 号機 。 ニ ュー コム 社 が 世界 的 に リー 
ド し て いる る 白 空 宇宙 産業 の 技術 が 上 ふん だ 羽 に 利用 され て お り 、 機 体 構 造 の 
09% あ まり に 使用 され て いる 新 素 材 、 新 開発 の 高 出力 エン ジン 、 機 体 表 面 の 
気流 を ダイ ナミ ッ ク に 制御 する 層 流 制 件 技 術 な ど 枚 挙 に 尽 寺 な い 。 前 世紀 中 に 
開発 され た 機体 の 改修 が 主流 で あっ た 戦闘 機 開発 に お いて 、 新 技術 に あわ せ て 
ー か ら の 開発 を され た 同機 の 性 能 は 、 従 来 機 に 比べ 飛び 抜け て 高い 。 ニ ュー コ 
上 ふ 社 は 同機 開発 後 も 、 AA に よる 機体 設計 や ナオ ア テク マシ ンー 利 用 な ど 、 高い 技術 
力 と 高度 な 工作 技術 に よっ て 、 極 め て 短期 間 の うち に 革新 的 な 機体 を 開発 し 緒 
け 、 製 品 ラ イン ナッ プ を 拡充 し て いる 。 
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Simon Orestes Cohen 

How about it then? Shall we start by taking a Iook here at, Say. Our human hIstory, and Se 
where it takes us? Ah. | remember now. 上 At the time when politics stll held sway, Cormputer 
technoloqgy was nothinq more than a human tool. Inen, In Our Imaqinary world - of 6F novelS., 
「mOVIeSs, COImDuter qarmes and the IiKe - we qave Our machIines, Our COrmDuters, Dersonalities. 
believinq that one day the fantastic - robots and CyDorqs - Would Decorme a reality. 

But, you see, that idea was fundamentally wrong. God is the only one to whom the power Of 
creatinq life from nothing is allowed. Thafs the way this world has been created. However, 
not in that way,Dut if we humans were tO Decorne the rmachines Qr COmputers, Ihern therg' 

ロ uite a DOSSIDIlity, doOnt you adree7 |IKnOow VQou dO. 

This extreme world takes that which forms a human brain, the personality, and converts It 
without alteration into numerical data, which is then duplicated on a Computer. Basically Its ョ 
direct Brain transplant to the glectrosphere. Ihis Is the research to which | have dedicated 
my life - IEIS Imy hope. 

Now then, 「m goinq to make It plain and clear here: thiS Isnt one of those wild Stories tnat Our 
forefathers clamoured about 

It looks like the cominq aqe wil be on our side. 「m sure that YOU wil have need of me aqain 
soon. |look forward to that time. Well then. 『I be seeinq you. Have ョ niCe daV. 


サイ モン ・ オ レス テス ・ コ ー エ ン 

それ な ら ば 、 ど うだ 。 こ こ で は 一 つ 、 我 々 人 類 の 歴史 の 話 か ら で も 始め て みる 事 に し よう じゃ な い が 。 あ あ 。 そ 
うだ 。 まだ 政治 が 、 権 力 を 握っ て いた ころ の コン ビュ ー タ 技術 と は 、 人 間 の 道具 に 過ぎ な が つた 。 そ し て 、 拒 錠 
は 8F 小 説 や 映画 、 テ レビ ・ ゲ ー ム と いっ た 空想 の 中 で 、 コ ン ビ ュー タ や 機械 に 人 格 を 持た せ 、 い つが か ロボット 
や サイ ポー グダグダ と いっ た 夢 物 語 が 現実 に な る こと を 信じ て いた 。 い いい か が 。 た だ 、 そ れ は も と も と の 発想 が 間 四 っ て 
いた ん だ な 。 そ う 。 無 か ら 生 命 在 禄 る こと は 、 神 の み 許 され た 技 だ と 決ま っ て た 。 

し が か し 、 そ う で は な く 、 私 た ち 人 間 の 方 か ら 機械 や コン ピュ ー タ に な る の な ら ば 、 ま だ まだ 充分 に 可能 性 が ある 
ん じゃ な いか が 。 そ う 思 うだ ろう 。 こ の 究 栖 の 世界 は 、 人 間 の 脳 を 構成 し て いる 人 人 檜 を その まま 数 値 尼 し 、 コ ン ビ 
ュー タ 上 に 複写 する 。 いわば 、 脳 その モノ を エレ クト ロス フィ ア へ 移植 する 技術 。 そ れ が 、 私 の 生涯 を 賭け た 研 
で あり 望み だ 。 

いい で すか が 。 ボ ポ ボク は 、 こ れ が 、 か つて の 先 人 た ち が 喚 いた 様 な 本 物 語 で は な い 、 と 断言 し て お く こ と に する よ 。 
次 の 時 代 が 、 我 々 の 味方 を し て くれ そう だ し な 。 寺 っ と 、 ま た すぐ オマ エ は 、 稚 が 必要 に な る 香 だ か が ら な 。 そ の 
時 を 私 は 、 心 か ら 待っ て いる よ 。 そ れ で は 、 ま た 。 己 ぎ き げ ん よう 。 27 
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PlayStation 


IE に ーー 選 に ら に EE だ 4 た アピ 
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Play5tation 





光 の 交信 が 納 ぐ 情報 の 無限 回 廊 『 エ レク トロ スフィア 」・・ 周 の 判断 が 、 そ の 先 の 世界 を 決め る 。 
数 々 の 戦闘 機 を 操り 、 多 彩 な ミッ ショ ン を 攻略 。 近 未来 を 尊 台 に 繰り 広げ られ る 様々 な ドラ マ は 、 全 編 フ ル ア ニ メー ショ ン 、 フ ルポ イズ ス 。 
機体 学 動 か ら 独 立 し た 視線 操作 シス テム を 採用 し 、 タ ー ゲ ッ ト に 視線 固定 し た まま の 空中 戦 な ども 楽し め る ! 

高 の ク オリ ティ で ナム コ が 贈る 、3D・ ド ラマ チッ ク ・ フ ライ トシ ュー ティ ング ゲー ム 「 エ ー ス コン バッ ト 3 エレ クト ロス フィ ア 」、 
世界 盛 の 雰囲気 を 詰め 込ん だ 、 別 完成 ! 





EE 中 上 | お も >: もつ 


解説 書 」 及び "PlayStation" 本 体 の 「 取扱 説明 書 」 
[安全 の た め に 」 を 必ず 読ん で か ら 、 ご 使用 くだ さい 。 


特に 、 小 さ い お 子 様 は 保護 者 の 方 が お 読み の 上 、 
正しい 使用 方 法 で 、 ご 愛用 くだ さい 。 
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を 舞 灯 で 解析 する こと を 禁止 し ます 。 
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